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論 文 内 容 の 要 旨 
 陳維氏の本論文は魯迅とキリスト教文化との関係について総合的に論じたもので、次の
ような構成となっている。 
 
 第一章 序論 
 第二章 近代におけるキリスト教（各宗派）の輸入 
 第三章 魯迅とキリスト教との接触 
 第四章 キリスト教文化に対する肯定 
 第五章 キリスト教文化に対する批判 
 第六章 『旧約聖書』における復讐主題への注目 
 第七章 魯迅の作品における『新約聖書』のイエス像 
 第八章 魯迅とキリスト教に関する文学 
 第九章 魯迅とキリスト教に関する絵画と建築 
 第十章 結論 
 
 先ず第一章（序論）では竹内好『魯迅』における「贖罪」というキーワードから魯迅文
学に「贖罪」の意識が根底になるならば、それはキリスト教における「贖罪」というフィ
ルターを通して考えるべきだという基本的な立場を示している。 
 これは竹内好をしても深く追求できなかった問題であり、その意味では本論はまさに魯
迅とキリスト教について真正面から取り上げた初めての論考と言える。 
また、これまでのこの問題に関する僅かにある先行研究についても詳しく批判的に論述し
た。 
 第二章は中国におけるキリスト教輸入の歴史的背景の考察を行っているが、特に魯迅と
同時代の文人達（厳復、章太炎、梁啓超、康有為、陳独秀、周作人、胡適など）のキリス
ト教文化に対する認識について考察している。 
 第三章以降がいわゆる本論に相当する部分であるが、三章では魯迅とキリスト教の接触
について，魯迅が現実生活の中で触れるに至ったキリスト教に関する人や物についてマク
ロ的視点から考察している。とりわけ、魯迅が言及したルター、アダム・シャール、アー
サースミスに関して詳しく述べている。 
 第四章と第五章では、魯迅のキリスト教への肯定と批判のそれぞれの態度について詳述
している。魯迅が賛同したものとしては「エデン」、エレミアの「哀歌」、そしてサタンで
あるが、特にサタンはその反骨精神を褒め称えているとした。魯迅がキリスト教に対して
否定的であったものの代表的なものとしては、「上帝」つまり God の存在と、「来世」の存
在であったとする。（これは実はもっと考察すると中国的伝統とヨーロッパ伝統の根本的
な違いである可能性もあり、この問題は今後の大きな課題となろう）また、キリストの「奇
跡」と「仇を愛すべし」説を否定してとも論述している。 
 第六章は魯迅と『聖書』における復讐主題を扱っている。ここではたとえば『野草』の
「復讐（其の二）」を取り上げて、この作品の原型が『新約聖書』のマタイ福音書の１５章
であると論じている。（これは新しい知見である）また、「崩れた線の震え」の中の復讐も
その発展だと見なしている。 
 第七章は魯迅の作品に見えるイエス像について論じている。小説「薬」はマルコによる
福音書におけるイエスの受難を参考にしていると推論している。魯迅はそのことを述べた
直接的な文献はないが、「薬」の主人公である夏瑜とイエスは基本的に類似した精神を内包
すると結論づけている、つまり彼ら(夏瑜とイエス)は愚かで無知な大衆を支配階級から救
うために殺害されたのであるとするのである。 
 第八章は魯迅とキリスト教に関する文学について論じている。ミクロの観点から、魯迅
と西欧の異なる時代の三人の作家、また、キリスト教文化の影響下の旧ロシア作家の作品
との関係を解明した。 
 第九章は魯迅とキリスト教の芸術に関して論述した。 
 第十章は結論であるが、魯迅のキリスト教文化への接触と彼の文学に与えた影響につい
てまとめている。  
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は要旨の最初にも述べたが、魯迅とキリスト教文化との関係について真正面から
論じた恐らく初めてのものである。もちろん、竹内好をはじめとして、魯迅文学における
「贖罪」の意識が、きわめて「宗教的な罪の意識」であり、キリスト教との関係も触れら
れてはいたが、ここまで魯迅作品全体を見通した上で魯迅とキリスト教を論じたという点
でまさに画期的な論考であると言えよう。 
 各章の論述も緻密な読解と豊富な資料に裏付けされたもので極めて説得力のあるものと
なっている。特に、魯迅のキリスト教への賛同と批判に関わる部分や小説「薬」と聖書と
の関わり等については新しい知見が示されている。 
 もちろん、魯迅が否定した「上帝(God)」の存在や「来世」への考え方は、実は中国的
なものとヨーロッパ的なものの根本的な差異であるといった見方も可能であり、その辺り
は将来の課題となってくるはずである。 
 また、今回は小説と散文詩を中心に取り上げているが、たとえば、「博愛の否定」でいう
ならば、雑文「花なき薔薇（二）」などはその典型であると思われるが、それらも今後の更
なる研鑽の中で明らかにされていくものと期待している。 
 いずれにしても、魯迅研究に一つの新しい方向性を示したという意味で、優れた論考と
いうことができる。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
